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はじめに

1995 年の阪神・淡路大震災、2004 年の新潟中越地震、2011 年の東日本大震災、さらには 2016 年の熊本地震と、

日本では大きな災害に見舞われることが少なくない。そして、大きな災害の際には、災害ボランティアが活躍する

のが一般的となってきた。総務省の「社会生活基本調査」によると、2010（平成 22）年 10 月 20 日から 1 年間の

間に災害ボランティア活動に参加した人は、431 万 7000 人に上ることが推定されている（総務省 2013）。災害ボラ

ンティアが現在のように一般的になった契機は、1995 年の阪神・淡路大震災である。震災では、1 年間に約 137

万人のボランティアが活躍した（兵庫県知事公室消防防災課 1996：303）。そのボランティアが活躍する姿が多く

のメディアに取り上げられ広く一般に浸透したことから、1995 年を「ボランティア元年」と後に呼ばれるように

なった。また、1995 年に改訂された防災基本計画においては、「ボランティア」に関する項目が新たに設けられ、

災害ボランティアの活動環境への整備を行う方針へと変わっていった。さらには、阪神・淡路大震災のボランティ

アの活躍は、1998 年の特定非営利活動促進法の制定にも影響を及ぼしているとも言われている。

そして、これまでの災害では、災害時における要配慮者への支援が大きな課題となっている現状がある。災害対

策基本法においては、「高齢者、障害者、乳幼児その他の特に配慮を要する者」（第 8 条第 2 項第 15 号）を災害時

における「要配慮者」として規定している。近年では、自治体において「避難行動要支援者名簿」の作成、障害者

支援団体・こども支援団体等においても BCP の作成も取り組まれつつあるが、現段階としてはまだ途上であると

言える。そのような中、本事業は、災害時における要配慮者の中でも障害者・難病者、こども、外国人を対象者と

し、さらにはそれぞれの支援団体において、ボランティア等の外部支援を受け入れたり、様々な支援を生かせる力、

つまり「受援力」を高めることをねらいとした。昨年度は、本事業の取り組みとして、障害者・難病者支援団体お

よびこども支援団体を対象として、ヒアリング調査、アンケート調査、研究会を実施した。研究会では、支援団体、

当事者、中間支援団体等が意見交換を重ね、参加者同士のネットワークも形成され、大きな成果が得られたと確信

している。

今年度は本事業の 2 年目として、新たに外国人支援団体のアンケートや研究会もスタートした。また、障害者・

難病者支援研究会では、福祉事業所における災害時の避難所を想定した一泊訓練を企画・実施した。そして、こど

も支援研究会も支援団体へ直接出向いて研究会を実施し、昨年度よりもより実践的な内容をめざした。それぞれの

支援団体が災害時にボランティア等の外部支援を受け入れる「受援力」を高め、より早期の復興に向かう仕組みづ

くりに、本事業が資することを期待したい。

なお、昨年度に引き続き大阪府福祉基金の地域福祉振興助成金事業として採択いただくことによって、本事業は

継続してさらに大きく実践的に展開することが可能となった。基金事務局の方には日頃より適切な助言をいただき、

深く感謝したい。また、本プロジェクトに積極的に参加し、協力くださった参加団体やメンバーの方々、アンケー

ト調査にご協力いただいた活動実践者の皆さま、その他、本プロジェクトにかかわった関係者の方々に、心よりお

礼を申し上げたい。

災害時のスペシャルニーズ支援事業を代表して

 萬代由希子 

 

 
（引用・参考文献）

・兵庫県知事公室消防防災課（1996）「阪神・淡路大震災－兵庫県の１年の記録」http://www.lib.kobe-u.ac.jp/directory/eqb/ 

book/4-367/index.html 

・総務省（2013）「災害ボランティアの活動の状況」http://www.stat.go.jp/data/topics/pdf/topics67.pdf 
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災害時のスペシャルニーズ支援事業 

～災害時における“とっておきの配慮の求め”（＝スペシャルニーズ）に応えるためのモデル構築事業～ 

事業概要 

本報告書は、2016 年度から 2018 年度に大阪ボランティア協会が運営主体となって実施する「災害時のスペシャ

ルニーズ支援事業」の第二期（2017 年度）の報告書である。大阪府福祉基金地域福祉振興助成金事業として実施

した。

報告書は、全 5 章からなる。第 1 章と第 2 章では、昨年度から継続して実施している実践研究会とそのメンバー

で企画・運営した訓練の報告を「障害者・難病者支援」、「こども支援」と分野別にそれぞれ掲載した。第 3 章では

今年度から始めた「外国人支援」の分野について、実践研究会に向けた事前のヒアリング調査と実践研究会の報告

および課題の概略を把握するアンケート調査について掲載した。第 4 章は本事業の問題意識を啓発する目的で開催

したフォーラムについて概説し、第 5 章では本事業で明らかになった現状と今後に向けた課題を総括として記して

いる。

 

１．事業趣旨

（１）背景

災害ボランティアセンターには、災害時に活動するボランティアや支援団体のコーディネートが期待されている。

しかし、特に大規模災害の際には、被災した市民からの生活支援ニーズが多数寄せられ、またボランティア活動希

望者が殺到する傾向にある。そのため、災害時に特別な配慮（スペシャルニーズ）の必要な人への対応が遅れがち

になったり、支援団体に支援が迅速に行き届けることが困難であるなどの課題が指摘されている。

一方、普段から支援活動に取り組む NPO や各種グループ・団体においては、災害時への対応の準備が進められ

たり関心を寄せられつつある。しかし、災害支援活動について当事者性を高めることや、ボランティアや他団体の

協力を得るなど“受援力”を高める具体的なノウハウは、今後より明らかにしていく必要があると考えている。

（２）本事業における「災害時のスペシャルニーズ」の定義 

本事業でいう「災害時のスペシャルニーズ」とは、災害時の要配慮者として災害対策基本法に規定される「高齢

者、障害者、乳幼児その他の特に配慮を要する者」を念頭におきながら、災害時に特に支援や配慮を要する人がも

つと指摘されている“求め”（ニーズ）と定義する。スペシャルニーズをもつ人が少なかったり、その生活実態や

かかわり方等が一般的に十分に知られていないために、災害時に彼らを支えようとする行為は“特別な配慮”と映

りがちである。しかし、ニーズをもつ当事者の立場から見れば、避難やその後の生活を営むうえで必要不可欠な、

人としてのあたりまえの欲求であることは言うまでもない。

（３）目的 

スペシャルニーズに応える支援活動に取り組む団体が、自ら被災をして組織体制を立て直す際に、職務として取

り組まれる支援（フォーマル支援）に加えて、ボランティアによる支援（インフォーマル支援）も有効であること

を示し、特にインフォーマル支援のあり方を明らかにすること。

なお、災害時のスペシャルニーズは多岐にわたるが、特に課題として従来から指摘されている【障害者・難病者

支援】【こども支援】【外国人支援】の 3 テーマを取り上げる。

（４）ゴール 

本事業で明らかにした課題をもとにボランティアコーディネーターの研修のメニューを協働で開発して、他の団

体のコーディネーションの専門性をさらに高める。また、訓練を通じて得た知見を整理・発信して、他の支援団体

でも実施できるようにする。

事業概要
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２．３ヵ年の事業計画 

テーマ 内容 2016 年度 2017 年度 2018 年度

障害者・

難病者支援

ヒアリング調査 ●   

アンケート調査 ●   

実践研究会 ●   

訓練・シミュレーション  ●  

研修   ● 

こども支援

ヒアリング調査 ●   

アンケート調査 ●   

実践研究会 ●   

訓練・シミュレーション  ●  

研修   ● 

外国人支援

ヒアリング調査  ●  

アンケート調査  ●  

実践研究会  ●  

研修   ● 

報告書やガイドブック、ウェブでの発信 ● ● ● 

フォーラム開催 ● ● ● 

災害支援コーディネーター育成   ● 

 

３．本事業における「ボランティア」の定義 

①ケアの専門知識のある人（保護者、当事者、介護福祉士、看護師、精神保健福祉士など）

②ケア以外の多様な専門知識のある人（パソコン、大工、事務、運転ができるなど）

③特別な専門知識は有しない人

※職務として派遣されてくる人（フォーマル支援）については、どのような支援の仕組みがあるのかなどの情

報収集は行うが、議論の際には対象外とする。

※活動の有償／無償は問わない。ただし、有償活動は、実費弁償程度の謝礼とする。

※被災地域か、被災地域外の住民かなど、ボランティア活動者の居住地は問わない。

 

４．災害想定 

  本研究で取り扱う災害は、津波被害や震度 6 以上が想定される地震災害（南海トラフ巨大地震、上町断層帯地

震などの直下型地震など）及び一級河川の氾濫、広域土砂災害を伴う風水害とする。対象期間は、発災直後から

仮設住宅等における生活復旧期までとする。

 

５．実施体制 

 事務局：（社福）大阪ボランティア協会

     岡村こず恵、小林政夫、萬浪侑子

各部会のコーディネーター：水谷綾（こども支援）、河合将生（外国人支援）

※本事業は、大阪府福祉基金地域福祉振興助成金を活用して行っている。
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災害時のスペシャルニーズ支援事業 
～災害時における“とっておきの配慮の求め”（＝スペシャルニーズ）に応えるためのモデル構築事業～ 

      事業関係図（平成２８～３０年度） 
 

 

お
お
さ
か
災
害
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
て
啓
発 

実
災
害
で
出
動
・活
動 

外国人支援 

ＮＰＯ 

実践研究会 
のべ３１０人（１０人×３１回） 

中核 

人材 

スペシャルニーズに対応する 
ボランティアコーディネーションのモデル構築 

スペシャルニーズに対応する 
ボランティアコーディネーター育成 

プレヒアリング

調査 

(１５団体) 
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支援ＮＰＯ 
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人材 
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訓練・シミュレーション 

（６０人×３回） 
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 外国人支援 アンケート調査 

調査概要 

１．調査の目的

災害時のスペシャルニーズを持つ人を支える団体が利用者やスタッフの暮らしを守るためには事前の備えが必

要であるが、様々な障壁によりその対策は進んでいないのが現状である。そこで、外国人支援団体における日常的

なボランティア活動や防災減災への取り組み状況についておたずねし、各団体の災害時への対応に関する関心や課

題認識を明らかにすることを目的とした。そして、今後の防災減災への取り組み、特にスペシャルニーズに対応で

きるボランティア人材育成に何が必要なのかについて、考察研究に活用するためにアンケート調査を実施した。

２．調査設計 

（１）調査対象 

 下記(a)から(e)のいずれかにあたる法人を対象とした。 

 (a) 大阪府、大阪市、堺市を所轄庁とする特定非営利活動法人のうち、活動分野に「国際協力の活動」を含む法

人で、なおかつ、定款に記載された目的から外国人支援の直接的な援助の取り組みが読み取れた団体。 

 ※障害児支援を主とした目的の活動に取り組む団体は、原則として、「障害者・難病者支援」の対象とした。 

 (b) 大阪府が所管する一般社団法人および公益社団法人のうち、事業の概要から外国人支援の直接的な援助の取

り組みが読み取れた団体。 

 (c) 大阪府内の日本語教室。 

 (d) 大阪府内の国際交流協会。 

 (e) 大阪府内の多文化共生に取組む団体。 

（２）調査対象数  285 団体

（３）調査方法  郵送配布・郵送回収

（４）調査項目  巻末アンケート調査票参照

（５）調査実施期間  2017 年 12 月 23 日（土）～2018 年 1 月 29 日（月）

３．回収状況

 調査対象数：285 

 到達数：263 

 有効回答数：72 

 到達数に対する有効回答率：27.4% 
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多言語サービス…

外国人に対する日本語・日本文化等の支援

日本人住民に対する多文化・多言語理解の支援

外国籍のこどもに対する就学・教育支援

就労・労働相談

外国人に対する地域コミュニティへの参加促進

外国人住民コミュニティの形成支援

その他

無回答

（団体）どのような多文化共生のための取り組みを展開していますか？

0人, 8, 

11%
1人～5人, 

4, 5%

6人～10

人, 5, 7%

11人～20

人, 9, 12%

21人～50

人, 2

51人～100

人, 10, 

13%

101人以

上, 33, 

45%

無回答, 2, 

3%

年間でのべ何人くらいのボランティアが関わ

りますか？

0人, 32, 

43%

1人～5人, 

22, 30%

6人～10

人, 6, 8%

11人～20

人, 5, 7%

21人～50

人, 2, 3%

51人～100

人, 3, 4%

無回答, 4, 

5%

2017年12月1日現在で

有給スタッフは何人ですか？
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学習支援

講座やイベントの企画運営
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情報発信

事務や事務所作業

団体・教室運営

ボランティアが担う役割はない

その他

無回答

0 10 20 30 40 40 60
（団体）

ボランティアが担っている役割について

教えてください＜複数回答可＞

0人, 8, 

11%
1人～5人, 

6, 8%

6人～10

人, 18, 

24%11人～20

人, 12, 

16%

21人～50

人, 11, 

15%

51人～100

人, 8, 11%

101人以

上, 9, 12%

無回答, 2, 

3%

2017年度12月１日現在でボランティアは何人で

すか？
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災害への備えについては、極めて関心が高い。

災害支援の経験はそれほど多くない。

あったとしても「寄附・寄贈」が多く、

直接的な支援経験が蓄積されている状況ではない。

大いに関

心がある, 

30, 41%

ある程度、

関心があ

る, 32, 43%

あまり関心

がない, 7, 

10%

まったく関

心がない, 

1, 1%

その他, 1, 

1%

無回答, 3, 

4%

災害への備えのご関心について

ある, 25, 

34%

ない, 45, 

61%

無回答, 4, 

5%

災害支援に取り組まれた経験がありますか？

11

3

16

1

9

8

1995年 阪神淡路大震災

2004年 新潟県中越地震

2011年 東日本大震災

2014年 広島豪雨災害

2016年 熊本地震

その他

0 4 10 14 20
（団体）

（災害支援に取り組まれた経験がある場合）

どの災害でしたか？＜複数回答可＞

18

7

2

7

9

2

2

2

6

6

2

3

1

1

3

1

寄附・寄贈

通訳・翻訳支援

外国人住民の学習支援

講座やイベントの企画運営

外国人住民の相談支援

外国人住民の話し相手

外国人住民の居場所づくり

外国人住民のケア

多言語対応の情報発信

災害多言語支援センター

住民交流支援（レクリエーション、サロンなど）

救援物資の配布・整理

事務作業全般

炊き出し・食事支援

職員やスタッフ、ボランティアのケア

その他

0 4 10 14 20
（団体）

関わった災害支援活動（被災地支援及び大阪からの後方支援など）＜複数回答可＞
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災害への備えについては、

検討中や検討予定のない団体が多い。

自治体や地域の指定避難所など、公的な機関とのつながりや支援が期待されている。

それに加えて、多様な機関とのつながりや支援へもまなざしが向けられている。

すでに対

応してい

る, 19, 26%

近いうちに

対応する

予定であ

る, 4, 5%

どのように対応す

るか検討している, 

21, 28%

対応も検

討もしてい

ない, 19, 

26%

その他, 6, 

8%

無回答, 5, 

7%

災害への備えの対応状況について

33

9

33

26

9

7

8

10

5

0

6

外国人との日常的な関係構築

安否確認を前提とした緊急連絡網

災害についての学習

避難・防災訓練

備蓄

防災計画、ＢＣＰ（事業継続計画）作成

建物の耐震化

他団体との連携（協定など）

その他

特になし

無回答

0 4 10 14 20 24 30 34
（団体）

大規模災害への備えとして、行っていること＜複数回答可＞

56

30

24

32

25

23

16

45

19

17

25

26

11

2

5

3

自治体（府市区町村）

国際交流協会/地域国際化協会

識字・日本語教室

通訳・翻訳機能をもつ団体

多文化共生に取り組む団体

外国人コミュニティ機能をもつ企業・事業者

地域の企業・事業者

地域の指定避難所（学校、公民館など）

災害支援団体や中間支援機関

地域の福祉施設・団体

社会福祉協議会

地域の病院、クリニック等医療法人

非営利団体

その他

特になし

無回答

0 10 20 30 40 40 60
（団体）

大規模災害時にどのような団体とのつながりや支援があると、活動に役立つか

＜複数回答可＞
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外部支援者にできることは多種多様。

24

20

6

8

20

26

25

16

8

13

7

13

15

7

21

9

0

14

5

日常的に行っている活動のサポート

外国人住民のケア

外国人コミュニティのケア

外国人住民の勤務先等との連絡・調整

外国人住民の安否確認

多言語対応の情報発信

通訳・翻訳

外国人住民との交流支援…

外国人住民の子どもの学習支援

物質の手配や仕分け

施設や自宅の修復・取り壊し

掃除、後片付け

行政手続き

事務作業全廃

情報収集、発信

スタッフ・ボランティアのケア

その他

特になし

無回答

0 4 10 14 20 24 30
（団体）

被災して外部の支援を受ける場合、どのような業務や作業が想定されるか？＜複数回答可＞
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■貴団体／教室において、ボランティアの関わりで大切にしていることやボランティアへの期待について、また、

課題に感じることについて教えてください。

＜大切にしていること＞ 

・ 参加者や支援を受ける当時者と対等な立場で寄り

添う。 

・ 心に寄りそった生活支援及び就労支援。 

・ 資格取得支援ではなく、あくまでも日常生活支援が

目的であること。 

・ 外国人に対する日本語教育は主目的でなく、日本で

の生活をしやすくするための総合的な支援を大切

にしています。 

・ 学習者とボランティアが対等な関係、先生と生徒で

はなく住民として共に学ぶ。 

・ 日本語による日本語学習支援を含む文化交流の場

を提供する。 

・ 学習者もボランティアもそれぞれ「来てよかった」

と思える場所、時間であって欲しいです。 

・ 外国にルーツのある人びとをステレオタイプ的に

とらえるのではなく、外国ルーツといっても、渡日

か日本生まれ等、個々それぞれであるといった視点

をもったかかわり、サポートが行えるよう心がけを

しています。 

・ 多様性を認め合い、無理せず楽しく活動すること。 

・ 学習者もボランティアもそれぞれ「来てよかった」

と思える場所、時間であって欲しいです。 

・ ニーズを抱える個人・団体（地域等）のお役にたて

ることと同時にボランティア一人ひとりにとって

も貴重な経験となるよう、持ち味や力を生かす。 

・ 楽しくボランティア活動に参加してもらう。 

*************************************************************************************************** 

＜ボランティアへの期待＞ 

・ 大阪府全域での国際交流や国際理解が深まるとと

もに多文化共生や多言語支援の輪が広がること。 

・ 民間交流は民間外交だと思い、関わる事で元気にな

る場所です。 

・ 対外文化に対する日本人の理解を深めること。 

・ 日本社会を開かれた多文化共生社会に変えていく

こと。 

・ 日本語学習だけでなく文化、風習、地域の行事など

を体験すること。 

・ 長年続けてきた家族的な（お母さん、おばあちゃん

的な）支援・交流活動を続けていってほしい。 

・ もっと外国人にもボランティアとして関わっても

らいたい。 

・ 外国人支援者も地域住民の一人として、地域での

様々な場面に外国人支援者がつながるよう、ボラン

ティア参加を通じて外国人支援者との関係を作り

を期待しています。 

・ ボランティアがより自主的に教室を運営してほし

い。また、今年度初めての取り組みとして、教室内

で学習者に対し「やさしい日本語」での防災学習会

を実施した。今後も学習者の防災意識を高めるため、

同様の取り組みを続けたい。 

*************************************************************************************************** 

＜課題に感じること＞ 

・ 教室が必要とする数のボランティアがいない。（ボ

ランティア不足）。 

・ 学習者の人数に対してボランティアの数が少なく、

新しく入会したいという人達を受け入れられない。

ボランティアの数が少なすぎる。 

・ ボランティアの高齢化、応募者の減少（65 才まで

仕事をする人が増えた）。 

・ 若い世代に引き継いでいくための工夫や世代間を

つなぐコーディネーターの養成。 

・ 熱心で協力的であるが自主性を育むことが難しい。 

・ どのように関心を深めてもらうか、スキルアップを

どう図るか。 

・ 事務局の運営が主となっていてボランティアの希

望・意向を引き出せていない。 

・ 事務局職員が多忙、スキル不足のため、ボランティ

アとの丁寧なやりとりが不足しがちであること。 

・ 地域との連携、社会福祉協議会や町内会の人にも教

室のことを周知・理解してもらえる活動が充分でき

ていない。 

・ 地域社会全体との関わり。 
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■貴団体／教室において、大規模災害時にどのような対応ができるでしょうか。また、必要だと思われる対応につ

いて教えてください。 
・ 現有の連絡網での安否確認。

・ 日常的な関係を生かした安否確認、備蓄を生かした

対応、他団体との連携など。

・ ボランティアはやさしい日本語を使うことに慣れ

ているので外国人の方の対応（相談にのる）に向い

ていると思う。

・ SNS を使って安否確認。情報発信（多言語化情報は

他団体からもらう）。

・ 避難場所を回って外国人市民の状況・要望を把握す

る→解決支援。

・ 近くに住んでいる外国人住民への生活支援。只し、

ボランティアもその中に住んでいるので、どれくら

いの手が得られるか分からない。

・ 学習に参加している学習者の連絡網で、安否の確認

や避難場所での相談・支援ができる。

・ 外国人の相談支援、話し相手、ケアなど。また、彼

らの母国との通信支援。

・ 外国人が孤立しないように連絡をとりあう。拠点と

しての日本語教室を開催する。

・ 災害についての学習と学習者との日常的な関係構

築を始めています。

・ 災害についての学習を深め、災害時には各学習者が

具体的にどう行動するか、理解できるようにする。

また、サークル独自のネットワークを作ることが今

後必要と思われる。

・ 教室の有給スタッフは 3 言語程対応可能だが、施設

（主催）の職員は多言語対応のスキルを持ち合わせ

ていない。いざという時の対策として、他団体との

連携等、更に深める必要がある。

■その他、本プロジェクトに対する感想、ご意見、ご質問など自由にお書きください。 

・ 阪神大震災の際、日本に来たばかりの外国人（中国）

の家族の家が半壊になり、困っているとの相談をう

けました。地域の方に相談し、何とか家を見つける

ことができた経験がありました。アンケートを書き

ながら当時のことを思い出しました。

・ 常設のスタッフも会場もないので災害時に何か対

応できることはほとんどありませんが、もし情報が

なくて困っている人がいれば少しお手伝いできる

かもしれません。

・ 個人情報をどこまでの範囲で持つべきなのか、聞く

べきなのか、迷うところです。

・ 活動拠点となる教室は常時あるわけではないので、

被災をしても居住地域で対応してもらうことがで

きない。また、外国人の居住年数にもよるが、避難

場所がどこにあるか支援団体の存在を知らないこ

とが多い。ボランティアである市民でも認識してい

る人は少ないと思うので今後そういった取り組み

も検討したい。

・ 災害時の外国人支援は、障害者・高齢者支援と共に

とても大切な課題だと痛感しているところです。一

つひとつの実践がつながり合いネットワーク化さ

れればいいなと思います。日常での積み重ねが必要

だと思います。

・ 災害時の在留外国人支援の準備をすすめる上で、最

も重要なことはコーディネートできる人材を多く

確保することだと考えている。災害時であっても当

協会にかけつけ現場の状況を把握し、やるべき事を

発案しスタッフを指揮できる、そういったコーディ

ネーターの育成が重要であり、当協会もそういった

人材を育てていきたいと考える。

・ 本アンケートの統計的処理後の報告書にもとづく

「防災・減災セミナー」等を開催していただきたい。

また、これらのアンケートの結果を府関係団体

（府・市・自治体含む）へ積極的にアピールし、府

全体の外国人支援（特に防災・減災意識の向上）活

動につなげていただきたい（活動には参加します）。

・ 災害時在住外国人が孤独感、疎外感を味わうことの

ないよう外国人のニーズ把握や配慮すべきことを

考えておく必要がある。また、多言語支援センター

の大きな役割の一つであるやさしい日本語を使っ

た情報発信とその多言語化が課題であり、そのため

の人員配置やハード面の充実が必要と考えている。 
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アンケート調査 

考察 

 
１．災害への意識と備え 

 災害への備えの関心については、「大いに関心がある」

が 30 団体（41.7%）、「ある程度、関心がある」が 32
団体（44.4%）であった。回答数 69 のうち、合わせて

62 団体（86.1%）が関心があると回答しており、外国

人支援団体は非常に災害に対する意識が高いことが伺

える。 
 また自由記述を見ても、「災害時の外国人支援は、障

害者・高齢者支援と共にとても大切な課題だと痛感し

ているところです」、「防災・減災セミナーを開催して

もらいたい」など、前のめりなコメントが多く見受け

られる。 
 一方、災害支援に取り組んだ経験については、「ある」

が 25 団体（34.7%）に留まり、活動内容も「寄附・寄

贈」が多く、被災地での支援経験はそれほど多くない。

また、災害への備えの対応状況については「すでに対

応している」は 19 団体（26.4%）のみで、「どのように

対応するか検討している」が 21 団体（29.2%）、「対応

も検討もしていない」が 19 団体（26.4%）となった。 
 意識は極めて高いが、実践的な災害支援経験のある

団体は少数で、対応の検討もあまり進んでいない様子

がアンケートから明らかになった。せっかく高い関心

があるのだから、それを具体的な備えや実践的訓練な

どにつなげるための仕組みや取組みが必要である。 

 
２．大規模災害時の協力体制とボランティア 

 大規模災害時にどのような団体とのつながりや支援

があるとよいかについては、「自治体」が 56 団体（77.8%）

でもっとも多く、次が「地域の指定避難所（学校、公

民館など）」で 45 団体（62.5%）であった。公的な色合

いの強いところからの支援を期待している様子が伺え

る。 
 また、その他の選択肢も軒並み高い数値になってお

り、「特になし」は 5 団体（6.9%）しかない。自団体だ

けでなんとかするのではなく、他団体とのつながりや

支援の中で大規模災害に対応しようという意識が見て

取れる。 
 外国人支援の分野の法律や制度は本プロジェクトで

対象としている障害者・難病者支援のそれと比較して

十分に整っているとは言えず、市民や民間団体の主体

的取組みが活発な分野である。多団体の連携の仕組み

も発展しており、災害時にも連携して対応しようとい

う発想が生まれやすいのであろう。 
 それは被災して外部の支援を受ける場合、どのよう

な業務や作業が想定されるかの問いにも現れている。

「多言語対応の情報発信」26 団体（36.1%）、「通訳・

翻訳」25 団体（34.7%）、「日常的に行っている活動の

サポート」24 団体（33.3%）など、外部支援に多種多

様な期待をしていることがわかった。また「情報収集・

発信」「物資の手配や仕分け」「行政手続き」など専門

性を必要としない活動への期待もあり、幅広いボラン

ティア活動の可能性があきらかになった。 
またボランティアへの期待として「対外文化に対す

る日本人の理解を深めること」、「日本社会を開かれた

多文化共生社会に変えていくこと」なども挙げられて

いる。外国人支援の問題の根底には、日本人の多文化

共生に対する認識不足や関心の低さがあることが、し

ばしば指摘されている。外国人の問題を日本人が自分

事にしていくためにも、ボランティア活動は有効であ

る。 
 
３．コーディネーターの不足 

 自由記述の中に「災害時の在留外国人支援の準備を

すすめる上で、最も重要なことはコーディネートでき

る人材を多く確保することだと考えている」という記

述があった。ボランティアに関する課題として「若い

世代に引き継いでいくための工夫や世代間をつなぐコ

ーディネーターの養成」を挙げている団体もある。ま

た「ボランティアの希望・意向を引き出せていない」

や「ボランティアが不足している」などの記述も散見

されるが、これらも要因をたどれば、十分な力量のあ

るコーディネーターが時間をかけてコーディネートで

きていない現状にたどり着くのではないだろうか。 

 今後の本事業では、ボランティアコーディネートの

研修やコーディネーターにも役立つガイドブックの作

成などに取組んでいきたい。  
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 フォーラム「災害時に孤立する人を生み出さないために」

障害者・難病者、こども、外国人等の支援団体の備え

 

１．フォーラムの概要

（１）趣旨 

災害時にスペシャルニーズ（特別な配慮の求め）に

対応することの重要性や、ボランティアや NPO 等の応

援が不可欠かつ有効であることを広く伝えることで、

支援団体や市民の危機感の向上につなげ、ボランティ

ア活動の受け入れをはじめとする平時からの備えにつ

なげることを目的とした。

（２）日時、場所

日時：2018 年 2 月 23 日（金）10 時 30 分～16 時 15 分

場所：エル・おおさか

参加費：無料（ランチミーティング 1,000 円）

対象：障害者・難病者、こども、外国人支援に取組む

NPO や行政などの支援関係者、災害時の要援護

者支援に関心を持つ人

（３）内容

≪第 1 部：基調講演≫

テーマ：災害から一人ひとりの命・尊厳・暮らしを守

るためにできることからはじめよう！

講師：浦野愛さん（認定特定非営利活動法人レスキュ

ーストックヤード常務理事）

≪オプション：ランチミーティング≫

≪第 2 部：分科会≫

テーマ：災害時のスペシャルニーズと支援団体の備え

（１）障害者・難病者支援分科会

（２）こども支援分科会

（３）外国人支援分科会

 

≪クロージング：各分科会の報告とまとめ≫ 

テーマ：災害時に支援活動に取組むための問題と今後

の備え 

パネリスト：各分科会のゲストスピーカー 

コーディネーター：浦野愛さん 

２．参加状況 

（１）参加者 

参加者合計 91 人（スタッフ 24 人含む）

第 1 部 基調講演：83 人

ランチミーティング：57 人

第 2 部 障害者・難病者支援：35 人

    こども支援：14 人

    外国人支援：20 人

 

（２）アンケート回収 

 回収数：53（一般参加者に対する回収率 77.6%）

 

 

第 1 部：基調講演

クロージング
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 第１部 基調講演 

災害から一人ひとりの命・尊厳・暮らしを守るために 

 できることからはじめよう！ 
 

講師：浦野愛さん（認定特定非営利活動法人 レスキュ

ーストックヤード 常務理事） 

命とくらしを守る 3 つのポイント

水害・地震など最近頻発していて、前の災害を忘れ

るほど多く災害が発生している。災害からとにかく命

とくらしをまもるために私たちがやらなきゃいけない

事は何か、この 3 つが大きなポイント。

1. 揺れから命を守る

2. 逃げ遅れを防ぐ

3. 災害関連死を防ぐ

災害関連死を防ぐ

避難先でも、避難生活が長引いて多くの命が失われ

ている、これが災害関連死。

避難生活においても命を脅かす様々な課題があるこ

とがわかってきた。かなり力をいれていかないと、間

に合わない、大事な命を守れないと感じている。

災害時要配慮者（避難行動要支援者）とは？

災害が発生した時に、

1. 安全な場所まで自力で避難するのが難しい人

2. 避難生活で特別な配慮が必要になる人

例えば具体的には、

・普段の移動に車イス、杖、押し車、補装具が必要

な人

・情報を入手したり、判断したり、発信したりする

ことが困難な人（聴覚、視覚、外国人、知的障害

の方、認知症の方 など）

・薬や医療・介護用具などが常に必要な人

・精神的に不安定になりやすい人

・重度のアレルギー（食物・喘息・アトピーなど）

のある人

・乳幼児や幼児のいる世帯、妊婦さん

・耐震性の低い家に住んでいる人

・家の中の安全対策が不十分である人

・必要なモノの備えをしていない人

ここに当てはまるものが一つでもあればその人は

「要配慮者予備軍」と考えて、それなりの準備をして

いかなければならない。特別な人たちの話ではなく自

分たちも、なり得ると考えてこの課題に取組んでいか

なければならないと思います。

「揺れに備える」

阪神淡路大震災の死因は、家具や家屋の転倒倒壊に

よる圧死、窒息死が多く、ほとんど即死（15 分以内）

だった。ここを強化していけば多くの命が揺れから守

れるという事になります。丈夫な家に住む、家の中を

安全にする、などの取組みができると思います。

事例）七ヶ浜町「家具転倒防止で避難行動成功」

下半身に障害があったため、短距離移動は松葉づえ、

長距離移動は車いすまたは車の方。「いざという時動け

ない」ことを自覚し、家の耐震化と家具転倒防止をき

ちんとやっていた。

地震の時、揺れがおさまってから玄関まで行き、車

に乗って逃げる事ができた。

津波で家は流されたが、事前の取組みをやっていた

おかげで命は助かった。

こういった取組みを進めていくためにはご本人、ご

家族がその気になること、そして周囲の協力が不可欠。

ライフラインの停止

大きな地震などが発生すると、停電などのライフラ

インの停止によって、命が危険にさらされてしまう方

（難病の方）の事例を紹介します。

事例）在宅酸素を使っていた方

震災で停電、人工呼吸器が停止。家族が交代で 36 時

間アンビュー（手動型の空気を送る機器）を使用して

空気を送った。その時、近所の人が周囲を片付けるな

ど生活環境を整えるなど援助をしてくれた。また電力

会社にも連絡し特別に早く電気を開始することができ

た。家族と近所の方の協力で命が助かった事例。
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事例）東日本大震災：気仙沼ヤヨイ食品

ヤヨイ食品の工場が社会貢献の一環で地域と協定、

誘導訓練を行っていた。東日本大震災の時の避難誘導

によって住民が助かった。

・従業員らは住民に呼びかけ素早く行動を開始

・住民と訓練に参加、落ち着いて行動できた

・歩行困難なお年寄りの手を引いて階段を上がった

・ヤヨイ食品の服が訓練で安心を浸透できていた

阪神淡路大震災の 3 万 5 千人が救助を求めていた時

も 77%が地域住民による救出だったと言われています。

避難行動訓練の成功事例（岩手県釜石市）

 釜石東中学校では防災教育に取組んでいた。

地震の揺れがおさまった直後から大声を出して「津

波が来るぞ！逃げろ！」と言って逃げ始めた。

その中学生を見ていた小学生や地域の人たちもつい

て逃げた。行政では被害想定（ここまで津波が来る）

があったが、訓練ではその被害想定にとらわれずに、

時間の限り１ミリでも上に逃げろ、と教えられていた

ため、さらに上に上がり、結果被害想定を超える津波

の上に逃げて助かった。

命を守るための避難行動づくりのポイント

・自分が助かるための準備

・近くの人からの声かけ、救助

・様々な地域資源との協力

・日常の訓練の積み重ね

支援の要は「地域」

大切なのは、「記憶」してもらうこと

避難生活（避難所、車中泊）

熊本地震での震災関連死の調査結果より、8 割が 70

歳以上、7 割が既往症あり。

主な死因とその対策についてのコメント（神戸協同病

院 上田耕蔵院長）

・死因は循環器系と呼吸器系疾患（肺炎）に集中

・高齢者や入院患者など健康リスクが高い人ほど関連

死は起こりやすい

・障害や持病がある人ほど迷惑をかけたくない（車中

泊を選ぶ傾向があった）

・周囲が目配りするとともに、早期の受診を勧めるな

ど対策に知恵をしぼるべき。

災害関連死を起こさせないアプローチ

 時間の経過とともに 2 週間ぐらいで調子が悪くなっ

てくる（これがハイリスク予備軍）。全体的に健康状態

が下がってくる時期。この時期に改善しないと、ハイ

リスク予備軍の健康状態がだんだん悪くなってしまう。

車中泊の特徴

・エコノミークラス症候群の発症

・実態がつかめない

・食糧・情報が届きにくい

車中泊を選んだ理由

・余震への不安、建物が怖い

・避難所は満員、プライバシーがない

・家族の要配慮者がいるので周囲に気を遣う

・ペットがいるので迷惑がかかる

避難所ってどんなところ？

・段差がある

・ほこりがたつ、不衛生

・プライバシーのない空間

・寒い、暑い、底冷えする、スキマ風

事例）難病者、避難所で車いすに 2 週間生活

 避難所の人たちも車いすの方がいるのは知っている

が、どう介入していいのかわからなかったという事も

ある。この難病の方は 2 週間我慢をしていた。

 難病の方のために何ができるかを考え、多目的室を

作った。専用にするとはずかしいので、他の用途にも

使える多目的室で必要な人が必要な時に利用するよう

にした。

 それぞれの方がどうしたいのかを聞きながら、選択

肢があることが大事。
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事例）鬼怒川水害：外国人の方の事例

外国人の方が、夜にシフト勤務で避難所に帰ってき

て、支援物資を探していたら泥棒と間違われ、蹴られ

た。もう避難所から半壊の自宅に戻ろうと思う。

・外国人の方が集まりやすいところに支援を届ける

・何時に避難所に戻るか受付で把握する

・多言語のコミュニティ FM など

事例）熊本地震：子ども（PTSD）、母子家庭

家は半壊、子どもが PTSD、母子家庭。避難所にも

行けず車中泊とテント生活。

こういった人達をどうやって見つけるか、助けるか。

車中泊の人が集まりそうなところにカフェスペース

の場をつくりそこで一人でいたりする人を見つけて声

掛けをする活動などもある。（ピースボート災害ボラン

ティアセンター）

NPO 同士の連携

複数の NPO がそれぞれの得意分野で連携すること

でさらに支援は増幅する。

専門領域を超えた NPO の活動

地元の団体がどうやって活動されていたのか調べて

みたら色んな活動をされていた。

・拠点開放型

 避難所、独自のボランティアセンター、

ボランティア宿泊施設

・サービス提供型

 戸別訪問、炊き出し、入浴、移動、健康相談

 集いの場づくり、リラクゼーション

・ネットワーク活用型

 SNS などで情報発信、調整役、食料生活物資集め

このように自分たちの専門領域を超えた余力があっ

た場合に、さまざまな取組みにつなげてもらえればい

いかと思う。

まとめ：日ごろから支援組織が備えておくべきこと

1.メンバーの防災力アップ

 耐震。転倒防止。備蓄、連絡手段など

2.日常支援者への支援計画づくり

3.情報発信力アップ（Facebook , Twitter）

4.ボランティアコーディネート力アップ

5.他県、他分野にも顔見知りを増やす

6.避難所の環境整備の知識と技術を持つ

7.地域と共に取組む

日常の取組みもアイディア次第で、もっと皆さまか

らいいものが出てくるのではないかと思う。

参加者の声

・ 「支援の要は地域」という言葉が今日の一番の収

穫でした。障害者支援団体で仕事をし、1 歳の子ど

もがあり、主人が外国人という立場の私にとって

は、とても関心のあることばかりで、今後具体的

な行動に移していければと思います。

・ 地域の方と、ぜひ情報共有をしたいと思いました。

・ 関連死が多いこと、脱出の道筋まで考えていなか

ったことに気付いた。

・ 具体的な工夫事例がとても面白かったので、もっ

とお話を伺いたかったです。

・ 受援力を高めるため、普段からつながりをつくる。

そのつながりが近くだけでなく、遠くのつながり

もつくること、勉強になりました。

・ 災害時の支援について難しく考えすぎているなと

感じた。自分にできることからやってみます。

・ 普段の備えの難しさがわかりました。誰もが要配

慮者になることも理解できた。
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 第２部 分科会「災害時の支援活動と団体運営の在り方」

障害者・難病者支援 

 

この分科会のねらい 

秦海の杜（かなみのもり）の実践事例を学び、

災害時の支援活動と団体運営の在り方、災害にも

強い団体を創るためにはどうすればよいか、を参

加者とともに考える機会とする。 

 

 

 

 

 

 

 

ゲストスピーカー 

太齊京子さん 

（特定非営利活動法人 秦海（かなみ）の杜 理事長） 

聞き手 

萬代由希子さん（関西福祉大学） 

 

分科会の内容 

（１）実践報告 

被災地障がい者センターみやぎの県北支部（南

三陸）に 2011 年 9 月から住民ボランティアとして

関わった。最初は「チラシ作って」と誘われ、障

害者福祉とはなにかわからないがそれくらいなら

できるかなという感じで入った。

活動の中では、「視覚障害があるが、恥ずかしい

ので白杖を使っていなかった。周りに自分のこと

を知っている人がおらず１人で逃げて怖い想いを

した」という方や、「普段から地域の人に知っても

らって助けてもらう。自分たちだけでなんとかす

るという考えはよくない」と言う方々にお会いし

た。また、避難所で出会った自閉症の家族は声が

響く体育館に居づらかったのか、翌日には姿が見

えなくなっていた。しかし避難所にいないと配給

がもらえず支援からこぼれてしまう。トイレや食

料など、物の不足は短時間で満たすことができる

が、障害理解や地域の人との関係は長い時間がか

かる。自分たちがするのは日常を作ることだと感

じた。障害者が外に出て知ってもらうことが大事。

慣れたところに避難する、普段いるところが福祉

避難所として認めてもらえるといいのではないか。

自閉症の女性と出会ったのをきっかけに、2011

年 10 月から在宅障害者支援のボランティアを始

めた。活動する中で障害児のお母さんたちから夏

休みの居場所がないと言われ、2012 年に夏休みの

支援ボランティアを行い、楽しい夏休みを創れた。

これを機に自分たちも被災しているのでボランテ

ィアは終了して元の生活に戻ろうと思ったが、周

囲の薦めもあり 10 月から障害児の放課後支援ボ

ランティアを始めることになった。

これは緊急時の支援ではなく地域の課題なんだ

と感じ、NPO 法人格を取得。2013 から 2014 年は

行政から受託した日中一時支援事業だけを行って

いたが、収入は月 20 万円くらいしかなく、パート

も 2 名雇っている中で家賃くらいしか払えない状

態だった。しっかりした収入を得るため放課後等

デイサービスを志し、2014 年 7 月に登米市で、翌

年には南三陸町で事業所を作ることができた。し

かし利用者も支援者も不足し、いい支援ができず

にピリピリしていた。そこで昨年 6 月から 1 拠点

に集約した。

東日本大震災は被害が甚大・広大で支援の期間

が長くなっている。その間に被災者のニーズもど

んどん変化し、団体の役割や活動もどんどん変化

している。被災地障がい者センターから秦海の杜

への変化は、災害ボランティア団体から地域資源

への変化だと思う。

 団体の変化の中で自分たちがどのようにエンパ

ワーメントされてきたかをまとめてみた。

2011 から 2014 年は災害ボランティア時代。外

部ボランティアが地元の住民を育てた時期。県北

支部の活動はチラシを作ってポスティングして、

依頼は１日１件くらい。自分たちの活動は本当に

必要なのか疑問に思っていた。団体の課題として、
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まず仕事があまりなく、ボランティアの能力を発

揮してもらう仕組みがなかった。そして住民の主

体性を高める取組みが不足していた。そもそも誰

が主体かわからず、自分たちが何をやりたいのか

具体化できなかった。そんな中、外部ボランティ

アからいろいろ教えてもらったり励ましてもらっ

たりした。特に障害者福祉は楽しいんだ、障害を

特別視しないということを教えてもらった。反省

としては、課題や活動の目的が共有できていなか

ったこと。地域の人と外部ボランティアをコーデ

ィネートする意識があったら、災害を地域作りの

契機にできたであろう。

2015 から 2016 年は地域資源への移行期。ボラ

ンティアが否定された時期でもある。公営住宅へ

の入居が始まり家賃が発生。復興工事の仕事や義

捐金も減り、「地域貢献よりも自分たちの生活！」

と、お金を稼ぐことに気持ちが向いていた。お金

のために働いているスタッフが増え、想いで始め

た初期スタッフが滅入っていき、活動が閉じてい

った。「してあげる」という意識があり、同じ住民

なのに支援する人、される人に固定化されてしま

った。福祉仮設住宅事業を受託したが大変だった。

しかし大変な 2 年間を経験したことで、チームで

活動することや情報共有の大事さに気付き、「ここ

でやるんだ」「やるのは私たち」とスタッフの中で

覚悟が決まった。

2017 年からは地域資源へと再出発、ボランティ

アとの協働を作る時期。受託事業が終了し、「自分

たちが本当にやりたいことをやるんだ！」と大改

革をしている。ポリシーは「秦海の杜だからでき

ることをする」。地元の人・移住者・外部ボランテ

ィアをつなぎ、支援者と被支援者、障害者、外国

人、女性といった区別なく、みんな住民として共

に歩む形を作っていきたい。

（２）ワークショップ

参加者が 3 人ずつのグループに分かれて、“災害に

も強い団体を創るためにはどうすればよいか”を

テーマに話し合った。各グループからの発表では、

「近隣の地域だけでなく遠くの人や異分野の団体

とのつながりも持つ」「身の丈を大事に、ニーズの

変化に合わせた活動」「ちょっと知っておくと役に

立つ災害の知識を増やす」「訓練の積み重ね」「コ

ーディネート能力を高める」などの意見が出た。

太齊さんからはこれまでの経験を踏まえて次の

4 点が示された。

１）受信と発信を続ける：団体内で閉じず、地域

の情報や社会の動きに敏感になる。こういう団体

があるということを知らせ、向こうから見つけて

もらう。

２）双方の主体性を高める活動：双方とは支援者

も障害者もボランティアもみんな。災害時は状況

がどんどん変わり個々人の判断が重要になるが、

目的や課題が共有できていれば判断がぶれない。

また、楽しいからやっているという活動を作って

いくことも大事。

３）コーディネートの意識：ボランティアが来た

とき活躍できる場を整える、黒衣になる。そのた

め地域情報を個人でなく団体として共有する。住

民・ボランティアに得意分野で関わってもらえる

仕組みを作る。自分たちが動いてしまうと組織が

疲弊する。疲れさせないことが大事。

４）障害者でなく人として出会う：障害者として

出会うと障害に目が行きがちになり、サポートし

てあげたくなる。するとその人を弱らせてしまう。

参加者の声

・ 独自のニーズを持つ障害者・難病者を様々な

方とともにいかに支援するか、様々なことを

考えました。

・ 向こうから見つけてもらえるように発信力を

高めることが大事という言葉が印象的でした。

・ 障害があるからといって、みんなが福祉避難

所に行きたいわけではない。地域住民として

ともに苦労、喜びを感じたいという参加者の

言葉が心に残った。 
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 第２部 分科会「災害時の支援活動と団体運営の在り方」

こども支援 

 

この分科会のねらい 

 子ども支援の活動は、災害時には縮小・休止しても

よいと考えられがちである。しかし、現実の災害現場

では、普段付き合いのある子どもや親から支援を求め

られることも多い。またぱっと見ただけでは支援の必

要がなくても、よく観察すると中長期的な支援が必要

であることに気づく。

この分科会では、東日本大震災で被災しながらも支

援活動を継続した方の経験をお聞きする。その中で、

子ども支援の現場では災害時に何が起きるのか、どの

ような備えが必要なのかなどを理解することをねらい

とする。

 

ゲストスピーカー 

伊藤仟佐子さん（特定非営利活動法人せんだいファミ

リーサポート・ネットワーク 代表理事） 

聞き手 

勝木洋子さん（神戸親和女子大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分科会の内容 

（１）実践報告

 せんだいファミリーサポート・ネットワークは、子

ども家庭を支援するために 15 年前に立ち上がった。仙

台市子育て支援施設「のびすく仙台」を指定管理で運

営し、ひろば事業と一時預かりをしている。

 発災前から避難訓練は毎月していた。実際に地震が

起きた時には訓練通り動けたが、想定外のことには対

応できなかった。例えば、訓練では利用中の親子と前

の公園まで避難し、市役所職員の到着を待つことにな

っているが、一刻も早く家に帰りたいと言われたため、

そこで解散してしまった。後から聞くと、家にたどり

着けなかった親子や津波の来るところに帰ろうとして

いた人もいた。命は落とさなかったが、日常の訓練の

想定外も常に考えておかなければいけないと感じた。

また、市役所に報告に行ったが、仙台市役所はパニッ

ク状態。報告はしたが、それ以後の指示は一切なかっ

たことは想定外だった。のびすくのエレベーターも止

まっていて、中に親子が閉じ込められているとわかり、

消防士に来てもらったが技術がなかったため、どうし

ようもなかった。

 発災 2 日後に 1 組の親子が訪ねてきた。津波で物を

すべて失った状態で、普段遊びに来ているのびすくで

あれば何かがあるかもしれないと思って来られた。震

災がなければバザーをする予定で子ども服がたくさん

あったので、段ボール箱 3 箱分の服を差し上げた。

 のびすくに来たいというニーズに気づき、発災 4 日

後から開館することにした。「普段遊んでいるのびすく

なら、もしかしたら開いているかも」「近所に友達もい

なくなったから久しぶりに来た」など、様々な人がや

ってきた。9 日後には NHK ニュースのテロップにのび

すくが開館していると流れ、親子 90 人がやってきた。

「ここが開いていてよかった！」という声が多く、笑

ったのは久しぶりという親子も多かった。その翌日か

らは 100 人を超える親子が来るようになった。ここは

ずっと開けていかなければならない、また他にここで

できることはないのか、と考え、支援が広がっていっ

た。支援物資の受け入れをしてほしいという声もあっ

たので、受け入れた支援物資をチェックして気仙沼な

ど他の被災地にも届けた。

 ひろばにいるお母さんたちと話をしたり、様子を見

ていたりしていて、おかしいなと思ったのは 3 ヶ月後

だった。例えばイライラが収まらない、喧嘩を始める

など、感情のコントロールができない。そこでお母さ

んたちのしゃべり場を託児付きで実施した。すると、

「震災の被災者＝津波被害を受けたり家が倒壊した人」

と思っていて、自分たちは愚痴をこぼせないという悩

第 4 章 フォーラム

 83 災害時のスペシャルニーズ支援事業報告書 

みが出てきた。親戚が自宅に避難してきて、それが長

くなってくると辛い、自分の家なのに自分の居場所が

ないという悩みもあった。そして、いつ出て行ってく

れるのかなと思ってしまう自分を責めたりしている人

もいた。

（２）聞き手とのやり取り

勝木：小学校や幼稚園もすべて避難所になるため、子

どもが遊べないという状況になる。復興時には親がと

ても忙しくなるので、子どもが構ってもらえない。学

生と一緒にボランティアに行ったら、1 日中、ずっと

子どもを抱きしめていることもあった。

 のびすくは拠点があったので幸いだったが、拠点が

なくなった NPO の場合、どうなるのか？

伊藤：海岸公園冒険あそび場は、津波ですべてやられ

てしまった。そこで、開催場所を移動しながら、公園

や学校、集会所など 20 ヶ所くらいに小さな遊び場を作

っておられた。また、のびすく泉中央という場は、3

ヶ月くらいは建物に入れなかったが、仙台市が代替の

場所を用意してくれたため、そこを利用した。

 親が回復すると子どもも回復する。子どもを元気に

するためにはまず親に元気になってもらう必要がある

ため、しゃべり場を開催した。

 子どもたちは津波ごっこをする。自分の中で昇華す

るために必要だと思う。昨日まで遊んでいた友達が亡

くなるということも経験している。人のこころのケア

も必要だと感じた。小学生などには遊びがとても大事。

遊びや心を開放する場があることが、子どもの健康に

つながっている。

勝木：状況が変化していく中で、どのようなことが必

要だと考えているか？

伊藤：NPO 同士のつながりが大事。震災が起きたから

やる、ではなく普段からのネットワークが動き出すこ

とが大事。

お母さんの中でもネットワークをたくさん持ってい

る人のほうが回復が早い。震災後すぐに誰かが助けて

くれたなどの経験がある人のほうがたくましい。逆に、

存在を認知されていないという体験をしたお母さんは

取り残されたトラウマが大きい。

行政との関りは、なかなか難しかった。東松島のセ

ンターは行政からの事業費がストップしたため、支援

金を届けようと思ったが、職員が勝手に受け取れない

と言われた。そこで共催事業として実施することで、

その事業費を支援金でまかなうという方法になった。

（３）フロアとの意見交換

Ｑ．いま振り返って、もっとこういうつながりを持っ

ておけばよかったというようなことがあるか？

伊藤：特別なことは必要なく、日常の中に知り合いを

作っておく。災害のために作っておくのではなく、知

り合いがいるのは普段の生活を豊かにするので、その

ためにネットワークやつながりを作っていくことがベ

ースになると思う。それが人間としての原点になる。

勝木：震災から 3 ヶ月のところで、伊藤さんが頑張り

すぎていたので、一度関西にお呼びした。呼ぶことで

休養になる。現地で中心的に活躍する人が倒れないよ

うにする支援も必要で、そのためにネットワークが生

きる。

参加者の声

・ 発災直後からのリアルな動き、メンタルケアや遊

び場づくりの具体的な取り組みを聞けたことがよ

かった。

・ 日常的なつながり、広域ネットワークがいざとい

うときに役立つことを確認できた。

・ 感覚のズレ、世代間ギャップ、時代の変化を感じ

ながら支援するという言葉が印象に残った。
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 外国人支援 

 

この分科会のねらい 

 災害が発生したときに周囲からの手助けを必要とす

るのは、地域で生活する外国人も例外ではない。普段

からコミュニケーションや生活の支援を必要としてい

る外国人にとって、緊急時に情報を入手、発信、判断

することは難しく、結果として避難が遅れたり、被災

後の生活が孤立してしまったりすることは珍しくない。

この分科会では、2015 年 9 月の常総市の水害を経験

した外国人支援を行っている非営利活動法人の支援者

から実践報告を聞き、外国人住民や支援者が被災時に

どのように備え、受援力を高めればいいか、参加者一

人一人が気づき、考えることをねらいとする。

 

ゲストスピーカー 

横田能洋さん（認定特定非営利活動法人 茨城 NPO セ

ンター・コモンズ 代表理事）

聞き手 

河合将生さん（office musubime）

 

分科会の内容 

（１）ワークショップ

参加者がどういう期待を持っているか、日常的にど

ういう活動を行っているかを確認し合った。

（２）実践報告

「常総市の水害で直面したことと取り組んだこと」

と題して、外国人被災者支援、行政、社協、NPO の連

携と、復興期に取り組んでいることが報告された。

 常総市には市の人口の 7.8%となる 4,675 人の外国籍

住民がいる（2017 年末現在）。国別の外国人割合はブ

ラジルが 42%と最も多く、フィリピン、中国、ペルー

と続いている。仕事が限定され転入転出率が高いこと

などから真の定住化にはつながっておらず、住民も行

政も「いつかいなくなる人」と捉えがちであった。

 2015 年 9 月 10 日、関東豪雨災害が発生。5,000 世帯

以上が全半壊する被害となった。行政機関が初日に水

没し、避難に関する情報が届かなかった。不意な浸水

に加え、水害対応の避難所が無かったことや、避難訓

練をしていなかったことにより、逃げることも助ける

ことも困難な状況となった。

 水害で外国人住民が困ったこととしては、①防災無

線が日本語のみで情報が入らない、②罹災証明書や義

援金、廃車などの手続きや制度が難しく分からない、

③住居の修理や保険に関する問題、④避難所や炊き出

しに行ってもいいのかという遠慮・不安があった。

 室内犬を飼っているブラジル人が避難所に入れず外

でテント生活をしていたり、教会に身を寄せたりする

人がいた。避難所から工場へ行き、夜に帰ってきたら

泥棒扱いをされた人もいた。

 泥が片付いたとしても「なんでこんな目に」という

心の傷は残る。それを癒すには仲間の存在や関係が重

要と思い、ポルトガル語で「一緒に」を意味する「juntos

（ジュントス）」を合言葉にした市民目線の「たすけあ

いセンターJUNTOS」を発災一週間後となる 9 月 17 日

に設立した。

 外国人への情報提供については行政放送・文書の多

言語化だけでなく、情報の届け方が難しかった。通訳

付きの説明会を企画しても、説明会の開催そのものが

伝わらなかったり、仕事を休めなかったりして、ごく

一部の人しか説明会に来られなかった。日本人のよう

に情報提供だけのために集まってくる人はあまりいな

かった。炊き出しや教会のミサのついでに知らせたり、

各国のキーパーソンを把握して連携したりした。SNS

上に古い情報や間違った情報が流れたり、制度を紹介
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した後も、制度を受け付ける窓口が日本語のみしか対

応できず利用しにくかったりする問題もあった。

 外国人住民には「いつか母国へ帰るから」という気

持ちがあり、保険や行政などの日本で生きていくうえ

で最低限必要な手続きをしていない人が多い。行政情

報を多言語化し分かりやすくするとともに、外国人が

日本語を学び地域に参加することや、外国人の勤務先

と連携することにより、外国人が工場の働き手から地

域の生活者となれるように定住化の支援を行っていく。

 移動ニーズへの対応として、移動支援とカーシェア

リングを行った。復旧段階では、被害の差、支援の差

で生まれる心の温度差や分断を防ぐ取組みが重要とな

るため、発散、リラックス、食の場を提供している。

次の災害に備えることも安心につながる。被災をき

っかけに、地域での互助意識や、外国人住民との交流

意識が高まっている。チラシを作り、避難訓練も行っ

ている。地域防災は生き抜くための学びであり、地域

づくりそのものである。

外国人の定住化支援として、ピアサポーターの設置

や、無認可保育所での日本語初期指導など、地域で活

躍できる人を育てる取組みを始めた。顔の見える関係

を作っていく。

平時につながっていれば、できることは山ほどある。

多世代、多文化の交流を目的とした「えんがわハウス」

や、多文化保育の準備を進めている。災害、保険、保

育などテーマを持って、外国人住民が困っていること

に寄り添い、外国人住民を支えていきたい。

（３）質疑応答

Ｑ．日本人の偏見や思い込みへの対応は？

横田：自治会への加入など、最初から日本人と同じこ

とを外国人に求めず、ゴミ当番などから少しずつ接点

を作る。もめているところが関わっていくチャンス。

入学説明会に保育スペースを作るなど、古い標準に縛

られず歩み寄り、多少妥協してよしとする大らかさが

必要。

Ｑ．キーパーソンの見つけ方、つなげかたは？

横田：外国人が開催するバザーなどに普段から協力し

ている。ギブアンドテイクの関係を作っておくと、避

難訓練などを行うときに来てくれる確率が高まる。

Ｑ．保育への思いについて

横田：把握されていない外国人住民の待機児童が多く

いた。小学校に上がる前に言葉のベースを作ってあげ

ないと、その後の成長に影響が出る。本格的な保育で

なくとも、子どもと接すれば親とも接することができ

る。今の選択肢にないものを提示していきたい。

Ｑ．発災直後、混乱時の支援者の集め方は？

横田：自分のところが大変なので、最初は遠方の人に

頼み、徐々に地元の人に入ってもらった。ボランティ

ア精神のある人があちこちで動いており、地道に声を

かけた。枠を作らず、外国人ボランティアチームを作

らせ主体的にさせてあげ、つながりを重視した。困っ

ている人がいるのと同様に、助けることができる人も

いる。普段から中学生や高校生と一緒に訓練しておけ

ば、彼らがコーディネーターになる。

Ｑ．企業の理解について

横田：地域で住んでもらいたいといかに思ってもらう

か。一緒の目線になってもらわないと難しい。実際に

企業に訪問しても、困っていることはないと答える企

業は少なくない。

Ｑ．日常的に外国人と日本人が交流できる取組みは？

横田：国の料理をきっかけに顔見知りになることがあ

る。一人がコミュニティに入ると頼みやすくなるので、

パイプ役を見つけることが大事。神輿など宗教にひっ

かかるものもあるので、音楽や食べ物を中心にしたイ

ベントがいい。

参加者の声

・ 外国人支援といっても、その地域に住む外国人の

地域性によって、求められることは違う。つまり

自分の地域の外国人の置かれている状況に向き合

わなくてはと思いを強くしました。

・ キーパーソンの必要性がなるほどと思いました。

・ 事例紹介がほとんどでしたが、取組みが先進的で

おもしろく、飽きませんでした。
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 フォーラム「災害時に孤立する人を生み出さないために」

アンケート結果 

 

回収数：53（一般参加者に対する回収率 77.6%） 

 

 

 

 

17 16

2
0 0

11

7

0

5

10

15

20

クロージングの各分科会まとめは

いかがでしたか

（満足） （不満足）

28

17

3
0 0

5
0

0
5

10
15
20
25
30

所属団体や地域などの災害対策に活か

せそうなことはありましたか

（あった） （なかった）

23

18

7

1 0

4

0
0

5

10

15

20

25

災害に向けた危機感は高まりましたか

（あった） （なかった）

26

8
4

0 0

15

0
0

5

10

15

20

25

30

第2部の分科会はいかがでしたか

（人）

（満足） （不満足）

8
10

7

0 0

7

21

0

5

10

15

20

25

ランチミーティングはいかがでしたか

（満足） （不満足）

32

16

0 0 0 1
4

0
5

10
15
20
25
30
35

第1部の基調講演はいかがでしたか（人）

（満足） （不満足）
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参加者の声

（１）自分が所属する団体や地域などの災害対策に活

かせそうなこと 

・ 支援が必要となりそうな当事者を巻き込んで防

災計画を立てたり、訓練を企画・実施することが

大切。

・ よろず相談（外国人、子ども、障害者、難病者）

からはじめればよいということ。

・ 情報発信は大切としても、具体的にどんな人とつ

ながり、どんな方法があるのか、持って帰って共

有し、みんなで意識していきたいと思いました。

・ 閉じこもりの障害者に、外に出ていくように少し

ずつ働きかけをする。

・ 自主防災、減災、職場の防災に活かします。

・ 防災だけでなく、被災後の生活にも目を向けてい

く必要性を伝えること。

・ 被災者と継続して関われる「強い団体を創る」こ

との大切さを知った。

・ 福祉避難所含め、「総合型避難所」運営を目指し

てます。

・ 広域のネットワーク作り（地域的だけでなく、他

業種、他分野も含め）。

・ 後方支援の重要性。支援者の支援。

・ 身近はもちろん、広域にネットワークを形成する

ことが大切だと感じた。知っていると知らないで

は全然変わってくると思う。

・ 災害時の支援は特別なスキルも必要ですが、それ

がなくとも「小さな気付き」で要援護者に対して

支援することが気付けてよかったです。

・ 避難所生活についての危機感を多くの人に伝え

たい。

・ 避難所にいる多くの人との関係性を築くこと。

・ 地域にどんな人がいるか知ろうと思った。

・ 所属する地域の自治会の役員方に聞いてほしい

内容だった。

（２）本プロジェクト全体や今日のフォーラムについ

て、自由記述 

・ 「スペシャルニーズ」という言葉は今回初めて知

りましたが、勉強になることが多かったです。

・ ご経験に基づいたお話は、とても勉強になりまし

た。

・ 災害時、自分にも何か役に立てることがあるので

はないか？と考えさせられました。

・ 市民目線での講演でわかりやすかったです。

・ いろんな方の実践を聞く機会に恵まれ、とても勉

強になりました。

・ 政治提言の部分がやや弱いような。行政の縦割り

（精神と難病は保健所管轄なので自治体は関与

できない）を改善するのは NPO や精神当事者団

体だと思うのですが。

・ 各分科会の振り返りを聞いて、3 つとも参加した

かったと思いました。

・ 年 1 回でなく、もっと機会を増やし、参加者を多

くしていきたい。 

・ 一般避難所でも個別の状態に対応できるよう、運

営の在り方を考える一方、現状でも発災時には機

能しにくい福祉避難所の在り方を考え直さなく

てはならないのでは？

・ こういった内容に参加する時、防災の観点を持っ

て、参加するのだが、全く違った面の話ばかりで、

本当に勉強になりました。

・ 今日のフォーラム開催にあたり、多くの準備が必

要だったと思います。非常に多くの参考となる意

見を聞くことができました。

・ 現地体験からの貴重なお話ありがとうございま

した。

・ 団体にとって、たくさんのヒントがありました。

参考にします。
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専門知識がなくても、できることがたくさん！ 
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総括 

 

１．それぞれの領域における取り組みと成果

（１）障害者・難病者支援

 今年度は、実践研究会、福祉事業所における一泊訓練を行った。実践研究会では、災害時のボランティアコーデ

ィネーションのモデルを作成し、訓練を通して検証した。ボランティアコーディネーションのモデルでは、災害時

の障害者・難病者の困りごと、職員の困りごとをワークで出し合い、一般ボランティアを含めて活動の場をどのよ

うにつくるのか話し合った。訓練を通して、災害時における障害者・難病者支援団体には一般ボランティアが担え

る活動があることが明らかとなった。しかしながら、災害時のボランティア受け入れ、コミュニケーション、リー

ダーシップ等を含めた避難所運営全体のコーディネーション機能を高めていく必要性が課題として明らかとなっ

た。

（２）こども支援

 今年度は、実践研究会、現場での実践訓練演習を行った。ワークショップを通じて、災害時の子どもの困りごと、

団体運営の中での困りごとを出し合い、解決策について話し合った。その中では、災害時の子ども支援活動は、専

門家だけではなく、専門性のないボランティアや子ども支援以外の専門性をもつ団体に頼る部分が大きいことが確

認された。また、団体運営ニーズの特徴として、情報取集や発信に関することや記録化の重要性など、防災系の研

修でも指摘が少ない事項が重要になるであろうことが見えてきた。災害時のタイムラインに沿って話し合いをする

ことで参加者は大きな気づきを得て、子ども支援団体以外とのネットワークの大切さを感じることが出来た。

（３）外国人支援

 今年度からスタートした外国人支援では、ヒアリング調査、アンケート調査、実践研究会を行った。ヒアリング

調査、アンケート調査から、現在の外国人とその支援団体を取り巻く全体的な状況を明らかとした。その中でもと

りわけ、日本語教室はコミュニティが形成されることから、災害時におけるキーになりそうであるということが見

えてきた。そして、アンケート結果からもコーディネーターの必要性とその人材不足が指摘されていた。日頃から

の日本語教室のつながりを活かして、災害時にボランティアも含めてどのようなコーディネーションが可能である

かを次年度以降に深めていく。

２．まとめ

 まとめとして次の 2 点を挙げたい。

1 点目として、災害時のコーディネーションが、どの領域においても共通の課題であることがより明確となった。

障害者・難病者支援、こども支援においては、専門性がない一般ボランティアが災害時の様々な活動を担える可能

性は訓練等を通じて確認された。そして、外国人支援におけるアンケート調査から、災害時に「通訳・翻訳」等、

ボランティアに多種多様な期待がされていることが覗えた。しかしながら、全体のコーディネーションおよび災害

時に一般ボランティアが主体的に動けるような工夫についてはまだ検討する余地がある。

2 点目として、災害時のコーディネーションを行える人材の育成も必要であることが確認された。障害者・難病

者支援においては、訓練においてリーダーがボランティアコーディネーターを兼務したが、全体の把握やコーディ

ネーションに苦慮した。こども支援においては、災害時のタイムラインを想定したワークショップを通じて、困り

ごととその支援を検討し、団体運営にも着目する視点を確認した。外国人支援におけるアンケート調査から、コー

ディネーターの必要性とその人材不足が指摘された。団体における「受援力」を高めるには、コーディネーション

を行える人材が必要不可欠であり、繰り返しの訓練を通じて、コーディネーターを育成していく必要があるだろう。
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災
害
時
の
ス
ペ

シ
ャ
ル
ニ
ー

ズ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
外
国
人
支

援
】

ア
ン
ケ
ー
ト

（
20
1
7
年

12
月
実
施
）
 

 
こ

の
度

は
本
ア

ン
ケ
ー

ト
に
ご

協
力
い

た
だ
き

、
心
か

ら
お
礼

申
し
あ

げ
ま
す

。
 

＜
目
的

＞
 

本
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

、
日

本
語

教
室

や
多

文
化

共
生

分
野

の
団

体
、

国
際

交
流

協
会

等
の

皆
様

に
、

日
常

的
な

ボ
ラ

ン

テ
ィ

ア
活

動
や

防
災

減
災

へ
の

取
り

組
み

状
況

に
つ

い
て

お
た

ず
ね

し
、

各
団

体
災

害
時

へ
の

対
応

に
関

す
る

ご
関

心
や

課
題

認
識

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
実
施

し
ま
す

。
 

＜
対
象

＞
 

公
開

さ
れ

て
い

る
情

報
か

ら
所

在
地

が
大

阪
府

内
に

あ
る

団
体

や
グ

ル
ー

プ
を

一
律

に
対

象
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
、

目

的
が

明
ら

か
に
異

な
る
団

体
を
除

い
て
お

送
り
し

て
い
ま

す
。
 

＜
結
果

＞
 

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

に
つ

い
て

は
統

計
的

に
処

理
し

て
個

人
情

報
を

特
定

で
き

な
い

よ
う

に
し

、
結

果
の

ま
と

め
を

大

阪
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

協
会
の

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

で
公
開

す
る
と

と
も
に

、
ア

ン
ケ

ー
ト
に

ご
協
力

い
た
だ

い
た
団

体
様
に

は
、
報

告
書

を
お

届
け
し

ま
す
。

 

＜
回
答

期
限
＞

 

誠
に
勝

手
な
が

ら
ア
ン

ケ
ー
ト

回
答
の

期
限
を

２
０

１
８

年
1
月
２

２
日

（
月

）
発

送
ま

で
と

さ
せ

て
頂
き

た
く
、

ご

多
用

の
と

こ
ろ
恐

縮
で
は

ご
ざ
い

ま
す
が

ご
協
力

の
ほ
ど

お
願
い

い
た
し

ま
す
。

 

 
ア

ン
ケ

ー
ト
の

回
答
に

は
、
便

利
な
ウ

ェ
ブ
回

答
も
ご

利
用
で

き
ま
す

。
 

ht
tp

s:/
/g

oo
pg

l/g
s3

Yk
K

 
よ

り
お
進

み
く

だ
さ
い

。
 

 
＊

 
＊

 
＊

 
 

■
貴

団
体

／
教

室
に

つ
い
て
お

伺
い
し

ま
す
。

あ
て
は

ま
る
も

の
に
チ

ェ
ッ
ク

し
て
く

だ
さ
い

。
 

 問
１

．
貴

団
体
・
教
室

で
は
、
ど
の

よ
う
な

多
文
化

共
生
の

た
め
の

取
り
組

み
を
展

開
し
て

い
ま
す

か
？

＜
複
数
回
答
可
＞
 

①
多
言

語
サ
ー

ビ
ス
（

各
種
文

書
の
多

言
語
化

、
通
訳

等
の
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン
支

援
等
）

 
 

②
外
国

人
に
対

す
る
日

本
語
・

日
本
文

化
等
の

支
援
 

 
 
③

日
本
人

住
民
に

対
す
る

多
文
化

・
多
言

語
理
解

の
支
援

 
 

④
外
国

籍
の
こ

ど
も
に

対
す
る

就
学
・

教
育
支

援
 
 

 
 
⑤

就
労
・

労
働
相

談
 

 
⑥

外
国

人
に
対

す
る
地

域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
へ
の

参
加
促

進
 
⑦

外
国
人

住
民
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の

形
成
支

援
 

⑧
そ
の

他
（
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
）

 
 問

２
．
年

間
で
の

べ
何
人

く
ら
い

の
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
が
関

わ
り
ま

す
か
？

 

 
①

0
人

 
 
②

1
人

～
5
人
 

 
③

6
人

～
10

人
 
 

④
11

人
～

20
人
 

 
⑤

21
人
～

50
人

 
 

⑥
51

人
～

10
0
人

 
 
⑦

10
1
人

以
上

（
具

体
的
に

 
 
 

 
 
 

 
 
）

 
 問

３
．
2
0
1
7
年

1
2
月

1
日
現

在
で
貴

団
体
／

教
室
に

お
い
て

、
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
は
何

人
で
す

か
？
 

 
①

0
人

 
 
②

1
人

～
5
人
 

 
③

6
人

～
10

人
 
 

④
11

人
～

20
人
 

 
⑤

21
人
～

50
人

 
 

⑥
51

人
～

10
0
人

 
 
⑦

10
1
人

以
上

（
具

体
的
に

 
 
 

 
 
 

 
 
）

 
 

2 

問
４

．
2
0
1
7
年

1
2
月

1
日
現

在
で
貴

団
体
／

教
室
に

お
い
て

、
有
給

ス
タ
ッ

フ
は
何

人
で
す

か
？
 

※
専

従
／

非
専
従

を
問
わ

ず
、
有

給
で
関

わ
っ
て

い
る
人

数
を
お

教
え
く

だ
さ
い

 

①
0
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1
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～
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③

6
人

～
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④
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～
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～
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人
 

 
 

 問
５

．
貴

団
体
／

教
室
に

お
い
て

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

が
担
っ

て
い
る

役
割
に

つ
い
て

教
え
て

く
だ
さ

い
＜
複

数
回
答

可
＞
 

 
①

通
訳

・
翻
訳

支
援
 

 
②
学

習
支
援

 
 
③

講
座
や

イ
ベ
ン

ト
の
企

画
運
営

 
 
④

相
談
支

援
 

 
⑤

情
報

発
信
 

 
⑥
事

務
や
事

務
所
作

業
 
 

⑦
団
体

・
教
室

運
営
 

 
⑧
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
が

担
う
役

割
は
な

い
 

⑨
そ
の

他
（
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
）

 
 

 問
６

．
貴
団

体
／
教

室
に
お

い
て
、
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
の

関
わ
り

で
大
切

に
し
て

い
る
こ

と
や
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
へ

の
期
待

に
つ

い
て

、
ま

た
、
課

題
に
感

じ
る
こ

と
に
つ

い
て
教

え
て
く

だ
さ
い

。
 

＜
大

切
に

し
て

い
る

こ
と

＞
 

 ＜
期

待
＞

 
 ＜

課
題

＞
 

 
 ■

こ
れ
ま

で
の

災
害

支
援

の
取

り
組

み
に

つ
い
て

お
伺
い

し
ま
す

。
あ
て

は
ま
る

も
の
に

チ
ェ
ッ

ク
し
て

く
だ
さ

い
。
 

 問
７

．
貴

団
体
／

教
室
で

の
災
害

へ
の
備

え
の
ご

関
心
に

つ
い
て

、
あ
て

は
ま
る

項
目
を

１
つ
選

ん
で
く

だ
さ
い

。
 

 
①

大
い

に
関
心

が
あ
る

 
 
②

あ
る
程

度
、
関

心
が
あ

る
 
 

③
あ
ま

り
関
心

が
な
い

 
 
④

ま
っ
た

く
関
心

が
な
い

 
 

⑤
そ
の

他
（
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

）
 

 問
８

．
貴

団
体
／

教
室
で

災
害
支

援
活
動

に
取
り

組
ま
れ

た
経
験

が
あ
り

ま
す
か

？
  

 
（

 
 

あ
る
 

 
／
 

 
な
い

 
 
）

 
※

「
あ
る

」
の
場

合
、
ど

の
災
害

で
し
た

か
？
＜

複
数
回

答
可
＞

 

 
①

19
95

年
 

阪
神
淡

路
大
震

災
 
 

②
20

04
年

 
新

潟
県

中
越
地

震
 
 

③
20

11
年

 
東
日

本
大
震

災
 

 
④

20
14

年
 
広

島
豪

雨
災
害

 
 
⑤

20
16

年
 
熊

本
地
震
 

 
⑥
そ

の
他
（

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

）
 

 問
９

．
問

８
で
災

害
支
援

活
動
の

経
験
が

「
あ
る

」
と
回

答
さ
れ

た
団
体

／
教
室

に
お
聞

き
し
ま

す
。
 

貴
団

体
／

教
室
が

関
わ
ら

れ
た
災

害
支
援

活
動
（
被

災
地
支

援
及
び

大
阪
か

ら
の
後

方
支
援

な
ど
）
を

教
え
て

く
だ
さ

い
。

＜
複

数
回

答
可
＞

 

 
①

寄
附

・
寄
贈

 
 
②

通
訳
・

翻
訳
支

援
 
 

③
外
国

人
住
民

の
学
習

支
援
 

 
④
講

座
や
イ

ベ
ン
ト

の
企
画

運
営
 

 
 

⑤
外
国

人
住
民

の
相
談

支
援
 

 
⑥
外

国
人
住

民
の
話

し
相
手

 
 
⑦

外
国
人

住
民
の

居
場
所

づ
く
り

 
 

 
⑧

外
国

人
住
民

の
ケ
ア

 
 
⑨

多
言
語

対
応
の

情
報
発

信
 
 

⑩
災
害

多
言
語

支
援
セ

ン
タ
ー

 
⑪

住
民

交
流
支

援
（
レ

ク
リ
エ

ー
シ
ョ

ン
、
サ

ロ
ン
な

ど
）
 

⑫
救
援

物
資
の

配
布
・

整
理
 

 
⑬
事

務
作
業

全
般

 
⑭

炊
き

出
し
・

食
事
支

援
 
 

⑮
職
員

や
ス
タ

ッ
フ
、

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

の
ケ
ア

 
⑯

そ
の

他
（
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

）
 

3 

■
大

規
模

災
害
（

※
参

照
）
へ

の
備

え
や
対

応
に
つ

い
て
お

伺
い
し

ま
す
。
あ
て

は
ま
る

も
の
に

〇
を
つ

け
て
く

だ
さ
い

。
 

 問
１

０
．

貴
団
体

／
教
室

で
の
災

害
へ
の

備
え
の

対
応
状

況
に
つ

い
て
、

あ
て
は

ま
る
項

目
を
１

つ
選
ん

で
く
だ

さ
い
。

 

 
①

す
で

に
対
応

し
て
い

る
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

②
近
い

う
ち
に

対
応
す

る
予
定

で
あ
る

 
③

ど
の

よ
う
に

対
応
す

る
か
検

討
し
て

い
る
 

 
 
 

④
対
応

も
検
討

も
し
て

い
な
い

 
 

⑤
そ
の

他
（
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
）

 
 問

１
１
．

大
規
模

災
害
へ

の
備
え

と
し
て

、
行
っ

て
い
る

こ
と
を

教
え
て

く
だ
さ

い
。
＜

複
数
回

答
可
＞

 

 
①

外
国

人
と
の

日
常
的

な
関
係

構
築
 

 
②
安

否
確
認

を
前
提

と
し
た

緊
急
連

絡
網
 

 
③
災

害
に
つ

い
て
の

学
習

 
④

避
難

・
防
災

訓
練
 

 
⑤
備

蓄
 
⑥

防
災
計

画
、

BC
P（

事
業

継
続
計

画
）
作

成
 
 

⑦
建
物

の
耐
震

化
 
 

 
⑧

他
団

体
と
の

連
携
（

協
定
な

ど
）

 
⑨

そ
の

他
（
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
）
 

 
⑩
特

に
な
し

 
 問

１
２
．
貴

団
体
／

教
室
に

お
い
て

、
大

規
模

災
害
時

に
ど
の

よ
う
な

対
応
が

で
き
そ

う
で
し

ょ
う
か

。
ま

た
、
必

要
だ

と

思
わ

れ
る

対
応
に

つ
い
て

教
え
て

く
だ
さ

い
。
 

   
 問

１
３
．
大

規
模
災

害
時
に

ど
の
よ

う
な
団

体
と
の

つ
な
が

り
や
支

援
が
あ

る
と
、
皆

さ
ん
の

活
動
に

役
立
つ

と
考
え

ら
れ

ま
す

か
？

＜
複
数

回
答
可

＞
 

①
自
治

体
（
府

市
区
町

村
）
 

 
②
国

際
交
流

協
会
／

地
域
国

際
化
協

会
 
 

③
識
字

・
日
本

語
教
室

 
④

通
訳

・
翻
訳

機
能
を

も
つ
団

体
 
 

⑤
多
文

化
共
生

に
取
り

組
む
団

体
 
 

 
⑥

外
国

人
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
機
能

を
も
つ

企
業
・

事
業
者

 
 
⑦

地
域
の

企
業
・

事
業
者

 
⑧

地
域

の
指
定

避
難
所

（
学
校

、
公
民

館
な
ど

）
 
 

⑨
災
害

支
援
団

体
や
中

間
支
援

機
関

 
⑩

地
域

の
福
祉

施
設
・

団
体
 

 
⑪
社

会
福
祉

協
議
会

 
⑫

地
域

の
病
院

、
ク
リ

ニ
ッ
ク

等
医
療

法
人
 

 
⑬
非

営
利
団

体
 

 
⑭

そ
の

他
（
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
）

 
 
⑮

特
に
な

し
 

        ※
大

規
模
災

害
と
は

、
津
波

被
害
や

震
度

6
以

上
が
想

定
さ
れ

る
地
震

災
害
（

南
海
ト

ラ
フ
巨

大
地
震

、
上
町

断
層
帯

地
震

な
ど

の
直
下

型
地
震

な
ど
）
及

び
一
級

河
川
の

氾
濫
、
広

域
土
砂

災
害
を

伴
う
風

水
害
を

イ
メ
ー

ジ
く
だ

さ
い
。
 

対
象

期
間

は
、
発

災
直
後

か
ら
仮

設
住
宅

等
に
お

け
る
生

活
復
旧

期
ま
で

と
し
ま

す
。

 

4 

問
１
４

．
貴
団

体
／
教

室
が
被

災
し
て

外
部
の

支
援
を

受
け
る

場
合
、

ど
の
よ

う
な
業

務
や
作

業
が
想

定
さ
れ

ま
す
か

？
 

＜
複
数

回
答
可

＞
 

 
①

日
常

的
に
行

っ
て
い

る
活
動

の
サ
ポ

ー
ト
 

 
②
外

国
人
住

民
の
ケ

ア
 
 

③
外
国

人
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
ケ

ア
 

 
④

外
国

人
住
民

の
勤
務

先
等
と

の
連
絡

・
調
整

 
 
⑤

外
国
人

住
民
の

安
否
確

認
 
⑥

多
言
語

対
応
の

情
報
発

信
 

 
⑦

通
訳

・
翻
訳

 
 
⑧

外
国
人

住
民
と

の
交
流

支
援
（

話
し
相

手
、
レ

ク
リ
エ

ー
シ
ョ

ン
や
サ

ロ
ン
な

ど
）

 
⑨

外
国

人
住
民

の
子
ど

も
の
学

習
支
援

 
⑩
物

資
の
手

配
や
仕

分
け
 

⑪
施
設

や
自
宅

の
修
復

・
取
り

壊
し
 

 
⑫

掃
除

、
後
片

付
け
 

⑬
行
政

手
続
き

 
⑭
事

務
作
業

全
般
 

⑮
情
報

収
集
、

発
信

 
⑯

ス
タ

ッ
フ
・

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

の
ケ
ア

 
⑰

そ
の

他
（
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
）

 
 
⑱

特
に
な

し
 

 
問

１
５
．

そ
の
他

、
本
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
に

対
す
る

感
想
、

ご
意
見

、
ご
質

問
な
ど

自
由
に

お
書
き

く
だ
さ

い
。
 

    
 

 ア
ン

ケ
ー

ト
に

ご
協

力
い

た
だ

い
た

団
体

様
に

は
、

報
告

書
を

お
届

け
し

ま
す
。

 

ご
記

入
日

 
 
 

 
 
 

 
 
 

年
 
 

 
 
 

 
 
 

 
月
 

 
 
 

 
 
 

 
日

 

貴
団

体
法
人

格
 

 

貴
団

体
／
教

室
名

 
 

ご
記

入
担
当

者
氏
名

 
 

ご
担

当
者
メ

ー
ル
ア

ド
レ
ス

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

＠
 

貴
団

体
所
在

地
 

大
阪

府
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

市
・
町

・
村

（
い

ず
れ

か
に

〇
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
）

  
ご

協
力
あ

り
が
と

う
ご
ざ

い
ま
し

た
。

 

＜
問

い
合

せ
先

＞
 

社
会

福
祉

法
人

 
大

阪
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
協

会
 

担
当

：
萬

浪
（

ま
ん

な
み

）
、

小
林

、
岡

村
 

E
m

a
il：

m
a
n

n
a
m

i@
o
s
a
k
a
v
o
l.o

rg
（

萬
浪

）
 

電
話

0
6

-6
8

0
9

-4
9

0
1

 
 F

A
X

0
6

-6
8

0
9

-4
9

0
2
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子どもにとって遊ぶことは「生きる」こと 
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